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びん再使用ネットワークとはびん再使用ネットワークとは

 １９９４年、資源循環型社会の構築を目指し、

規格規格（形状）（形状）を統一したリユースびんを統一したリユースびん（Ｒびん）の

再使用に取り組む生協が、ネットワークして設立。

 現在、生活クラブ連合会、東都生協、パルシステム連

合会、グリーンコープ連合、新潟県総合生協が参加し、

220220万世帯万世帯の取り組みに。

 2010年度の1年間の実績で、10,355,202本を回収。

これにより、自治体回収リサイクルに比べ

→リサイクル収集費（税金）を 11億億48574857万円節約万円節約！

→CO2排出量を 3,4993,499㌧㌧削減削減！（東京ドームの約1.5倍）
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規格統一規格統一

■規格統一により

使い回しが可能になり

回収・選別・洗浄の

効率を飛躍的に向上。

■びん肩や裾に

「Ｒ」マークを刻印。

5生協の「300品目」が

⇒「8分別」でOK！



4

パルシステム連合会のリユースびん商品①パルシステム連合会のリユースびん商品①
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パルシステム連合会のリユースびん商品②パルシステム連合会のリユースびん商品②
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生活クラブ連合会のリユースびん商品①生活クラブ連合会のリユースびん商品①
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生活クラブ連合会のリユースびん商品②生活クラブ連合会のリユースびん商品②
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東都生協のリユースびん商品①東都生協のリユースびん商品①
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東都生協のリユースびん商品②東都生協のリユースびん商品②
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グリーンコープ連合のリユースびん商品グリーンコープ連合のリユースびん商品
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新潟総合生協のリユースびん商品新潟総合生協のリユースびん商品



12

３Ｒイニシアティブ閣僚会合３Ｒイニシアティブ閣僚会合（（20042004年）資料①年）資料①
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３Ｒイニシアティブ閣僚会合３Ｒイニシアティブ閣僚会合資料②資料②
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07年４月、びん再使用ネットワークが、
第1回容器包装３Ｒ推進環境大臣賞
[地域の連携協働部門]最優秀賞を受賞！
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北川政務官より、ロゴマークを授与

若林環境大臣に、ＣＯ2削減風船を手渡し
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ところが、社会では・・・ところが、社会では・・・

 ところが、社会では、リユースびんが絶滅危惧種に！
【一升びん】1996年6億本流通→2005年3億本に
【びんビール】1998年220万ｋｌ出荷→2007年82万ｋｌ
【他】ミツカン酢の中止、トライアングルの中止ほか。

 学生や市民の間で、
『ペットボトルはリサイクルされるから環境に良い』
との“勘違い”が広まる。

 ＣＯ2を減らし、持続可能な社会を作るためには、
学生や市民に、“環境に良い容器はリユースである”
ことを理解してもらうことが不可欠！

→そして・・・・・・



２００７年、Ｒドロップッスの開発２００７年、Ｒドロップッスの開発
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 環境活動に取組む学生やごみ問題
の解決をめざす市民団体のメンバー
らと一緒に開発した“軽くて、持ちや
すく、スタイリッシュで、携帯可能な”
新しいリユースびんのこと。“Ｒ（あー
る）ドロップス”という愛称も大学生が
考えたもの

 しかし、中身をつめられるメーカーが
見つからず、商品化にいたらず
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20082008年①年① 応援コンテストを実施応援コンテストを実施

学生、市民、事業者の

プロジェクトで、コンテス

トを実施。

動画、イラスト、普及

案を募集。

大賞、学生賞、市民賞、

特別賞などを表彰。
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20082008年②年② 結果発表会結果発表会
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20082008年③年③ パンフレット発行パンフレット発行

【【イラスト部門イラスト部門】】大賞大賞
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20092009年①年① 普及ツール作成普及ツール作成
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【集会】 リユース集まれ！

【日時】 １１/７（土）ｐｍ
【会場】 エルおおさか

・京都「茶びん」（リユース飲料）
の取り組み

・食器のリユース

・プリンカップのリユース

・地サイダーの取り組み

・九州の焼酎びんの取り組み

20092009年②年② 関西集会の開催関西集会の開催
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２００９年③“Ｒドロップス２００９年③“Ｒドロップス22号”新開発号”新開発

 全国清涼飲料工業会など
メーカーの協力を得て、新
しいリユースびんを開発。

 Ｒドロップス1号の趣旨を生
かしながらも、現在の事業
者の生産ラインで使用でき
るびん形状のデザインを開
発。
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20102010年、年、「すきだ・まちだ・「すきだ・まちだ・りゆりゆーすだ」キャンペーンーすだ」キャンペーン

町田市商店街連合会で展開。

リユースでエコポイントを提供する
取り組みに100店舗が参加

・リユースびん入り飲料を購入すると

・飲食店でマイ箸を持参いただくと

・飲食店でマイカップ、マイボトルを持参い
ただくと

・お買い物でマイバッグを持参いただくと

・マイ容器で食料品を購入いただくと

・古本屋・古着屋で購入いただくと

・飲食店で残さず食べると



２０１０年、Ｒドロップス２０１０年、Ｒドロップス22号の市場調査号の市場調査

 東京包装容器リサイクル協同組
合が事業主体となり、全国清涼
飲料工業会、ガラスびんリサイク
ル促進協議会、コダマ飲料、Ｒび
んプロジェクト、リターナブルびん
普及促進協議会、びん再使用
ネットワークなどと一緒に、Ｒド
ロップスを実際に製造しサイダー
を詰めて、市場テストを実施。

 金型を解放。東洋ガラスの
一般びんカタログに搭載。

 どなたでもお使いいただけ
ます。使っていただける方
募集中！
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7/67/6 実行委員会のようす実行委員会のようす



キャンペーンのようすキャンペーンのようす



ＲドロップスＲドロップス22号サイダー試飲の様子号サイダー試飲の様子
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ご清聴ご清聴

ありがとうございました。ありがとうございました。

びん再使用ネットワーク

http://www.binnet.org/


